
  

 

 

 

 第 12 回ミニ相談会を実施します。「放射線」という言葉は耳にしたことがあると思い

ますが、それがどのようなものかご存知ですか？今回のミニ相談会では簡単な実験を

通して、「放射線」の特徴や基礎的な内容について知っていただければと思います。     

場所はいわき明星大学環境放射線測定室になります。初めての方もお気軽にご参加

下さい！！ 

 

～第 12 回ミニ相談会テーマ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ご家庭で使用している空間線量計をお持ちの方は、ご持参ください。 

 

～お申し込み方法～ 

  いわき地域復興センター窓口か、お電話（38-7132）でお申込み下さい。 

 

※今後も、様々なテーマで相談会を実施する予定です。 

いわき地域復興センターホームページ（URL：http://revive-iwaki.net/）でも、お知らせいたしま

すので、ぜひご覧下さい。 

 

【日 時】    平成 25 年 5 月 24 日（金）   10:30～12：00 

【場 所】    いわき明星大学環境放射線測定室 

          〒970-8551 いわき市中央台飯野 5-5-1 

【 】   いわき地域復興センター TEL 38-7132  FAX 38-7134 

【内 容】   １．講師の先生のお話   10:30～10:45 

  ２．放射線測定体験    10:45～11:30 

         ３．質問コーナー・交流タイム    11:30～12:00 

（皆様からの質問にお答えします） 

【対象者】  いわき市内在住の方 

【定  員】  10 名程度（定員になり次第締め切りとなります） 

http://revive-iwaki.net/）でも、お知らせいたしますので、ぜひ
http://revive-iwaki.net/）でも、お知らせいたしますので、ぜひ


 

 

  

 

 

【日 時】 平成 25 年 5 月 24 日（金） 10：30～12：15 

【場 所】 いわき明星大学環境放射線測定室 

【講 師】 いわき明星大学環境放射線測定室 信田 重成 

【参加人数】11 名（男性 6名 女性 5名） 

 

 

 「放射線」という言葉は耳にしたことがあると思いますが、それがどのようなものかご存知で

すか？今回のミニ相談会では 

を 

テーマに簡単な実験を通して、「放射線」の特徴や基礎的な内容について知っていただく場としま

した。 

 

 

 

 

（1）放射線と放射能 

（2）GM サーベイメータを用いた放射線の測定 

【実験1】放射線遮へい実験 

【実験2】身近なものからの放射線測定と表面汚染密度(Bq/㎠)の計算 

（3）NaI（TI）シンチレーション式サーベイメータ―を用いた放射線測定 

【実験3】放射線源から距離を変えて線量当量率の測定 

 

 

 

１．講師の先生のお話   

＜講師：信田 重成氏＞ 

 

＜講師資料より抜粋＞ 

 



 

 

 

 

（1）GM サーベイメーターを用いた放射線の測定 

【実験 1】放射線遮へい実験 

 ①測定器について 

測定には GM 計数管式サーベイメーターを使用。放射線測定器のひとつでβ線の測定に適し

ています。福島第一原発事故により放出された放射性ヨウ素や放射性セシウムにはβ線を出

す性質があり、衣服や体の表面に放射性物質が付着しているか否かを調べる時などに使われ

ました。 

・1分間に計測された放射線の数(計数率)を計測します。 

・単位にはｃｐｍ(シーピーエム：カウント・パー・ミニット)が使われます。 

 

  

 

 ②測定方法について 

放射線源（マントル）と検出器の間に様々な遮へい物を置いて放射線測定を行い、遮へい物

によってどのように測定値が変化するかを見ていきました。 

1.測定器の電源を入れ、線源のない状態でバックグラウンド(もともとその測定場所にある 

放射線量)の測定を行い、データシートにバックグラウンド計数率を記入する。 

2.試料と検出器の間に各遮へい物(③参照)を置き 30 秒程度測定を 3回行う。 

3.測定計数率の平均値を求める。 

4.測定計数率の平均値からバックグラウンド値を引いて正味計数率を求める。 

 

 

２．放射線測定体験 

＜GM計数管式サーベイメーター＞ 

＜測定の様子＞ 



 

 

③遮へい物について 

遮へい物として次のようなものを使用し、放射線測定をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④【実験 1】測定結果                         ＜単位：cpm＞ 

遮へい物 遮へいなし 紙 アクリル アルミ 鉛 

測定値 

 

1 回目 18000 18200 3600 359 323 

2 回目 18200 17200 3380 314 331 

3 回目 18200 17500 3530 306 298 

合計（a） 54400 52900 10510 979 952 

測定計数率の平均値 

（a÷3） 
18133 17633 3503 326 317 

バックグラウンド 

（b） 
94 94 94 94 94 

正味の計数率 

（a－b） 
18039 17539 3409 232 223 

 

 

 

 

 

 

 

※放射線の種類は大きく

分けてα(アルファ)線、β

(ベータ)線、γ(ガンマ)

線、X(エックス)線、中性

子線に分けられ、各々物質

を透過する能力が異なり

ます。 

① 

③ ② 

マントル↓ 

①アクリル 

②アルミ 

③鉛 

④（写真にありませんが）紙 

＊マントルを測定しました。 

（マントルはランタンの燃料などで利用

されています。） 

※アルミと鉛では測定結果にあまり差がないように見えますが、実は鉛事態も放射線を出していま

す。鉛だけを測定してみると 180cpm ありました。180cpm からバックグラウンド 94cpm を引いた 86cpm

が鉛の放射線量となります。 

 

出典:電気事業連合会 原子力 2011 コンセンサス 

◆放射線は物質によってある程度遮へいすることができます。今回の実験では、放射線を遮へ

いする物質の能力は、紙＜アクリル＜金属であることがわかりました。 

 



 

 

【実験 2】身近なものからの放射線測定と表面汚染密度の計算 

  ①測定器について 

   (1)と同様 GMサーベイメーターを使用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②測定方法について 

   線源の表面の放射線を測定して、表面汚染密度(Bq/㎠)を計算しました。 

    1. 測定器の電源を入れ、線源のない状態でバックグラウンドの測定を行い、データシー

トにバックグラウンド計数率を記入する。 

    2.各試料に検出器を 5mm 近づけ、30秒程度測定を 3回行い、データシートにそれぞれの

測定計数率を記入する。 

    3.測定計数率の平均値を求める。 

    4.測定計数率の平均値からバックグラウンドの値を引いて正味計数率を求める。 

    5.得られた結果を式に代入し表面汚染密度を求める。 

 

  ③試料について 

   試料として次のようなものの放射線測定をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①昆布 

②湯の花 

③御影石 

④肥料 

 肥料は 1種類のみ測定をしました。 

⑤(写真にはありませんが)マントル 

① ② ③ 

④ 

＜GM計数管式サーベイメーター＞ 

測定器を拡大すると 

格子状になっています。



 

 

 ④【実験 2】測定結果                          ＜単位：cpm＞ 

試料 御影石 昆布 肥料 湯の花 マントル 

測定値 

 

1 回目 110 99 145 413 18000 

2 回目 104 103 129 432 18200 

3 回目 108 101 163 424 18200 

合計（a） 322 303 437 1269 54400 

測定計数率の平均値 

(a÷3) 
107 101 146 423 18133 

バックグラウンド 

(b) 
87 87 87 87 87 

正味の計数率 

(a－b) 
20 14 59 336 18046 

表面汚染密度 

＜Bq/㎠＞ 
0.068 0.048 0.2 1.145 61.51 

 

◆身近にある意外なものにも放射性物質が含まれていることがわかりました。ここで測定したそ

れぞれの試料の値は原発事故とは関係がなく、それぞれの試料にもともと含まれている放射性物

質から放出される放射線です。 

 

 

※表面汚染密度（Bq/㎠）とは… 

1 ㎠当たりどのくらい放射線を出す力があるかを示し

たもの。 

 

 

 

※表面汚染密度の計算方法 

＝正味の計数率(cpm)÷60÷機器効率÷線源効率÷検出器入射窓面積 

(機器効率、線源効率、検出器入射窓面積は測定器によって異なります。) 

 

※今回の実験で使った測定器の数値を当てはめていくと、 

表面汚染密度（Bq/㎠） 

＝正味の計数率(cpm)÷60÷0.499(機器効率)÷0.5(線源効率)÷19.6(検出器入射窓面積) 

＝
正味の計数率

𝟐𝟗𝟑.𝟒
 となります。 

                    

 

＜御影石の測定の様子＞ 



 

 

【実験 3】シンチレーションサーベイメーターを用いた線量当量率（μSv/h）の測定 

 放射線源から距離を変えて測定する。 

 

 

  ①測定器について 

  測定にはシンチレーションサーベイメーターを使用。放射線測定器のひとつでガンマ線の

測定に適しています。空間放射線量を測ることで、体への影響を調べる時などに使われます。 

   ガンマ線やエックス線と反応して微弱な光を発する物質(シンチレーター)を用い、放射線

のエネルギーや線量を測定します。シンチレーターの種類によって Nal(ヨウ化ナトリウム)

シンチレーション式、Csl(ヨウ化セシウム)シンチレーション式などがあります。なお、自然

界にあるカリウム 40 やコバルト 60 などからもガンマ線が出ているため、特に遮へいをして

いない場合は、それらの自然放射線を含んだ測定値となります。 

  ・単位には µSv/h(マイクロシーベルト/時)が使われます。 

  

②測定方法について 

  線量率を放射線源から距離を変えて測定し、その測定値がどのように変化するかを見ていき

ました。 

   1. 測定器の電源を入れ、線源のない状態でバックグラウンドの測定を行い、データシート

バックグラウンド値を記入する。 

   2．放射線源(マントル)に検出器を 0cm、5cm、10cm・・・と離していき、各距離で測定を

行いデータシートにそれぞれの測定値を記入する。  

   3.測定値の平均値を求める。 

   4.測定値の平均値からバックグラウンドの値を引いて正味値を求める。 

  

 

 

 

＜シンチレーションサーベイメーター＞ 



 

 

 ③【実験 3】測定結果                        ＜単位：µSv/h＞ 

線源からの距離 0cm 5cm 10cm 15cm 

測定値 

1 回目 0.50 0.19 0.10 0.09 

2 回目 0.53 0.16 0.09 0.10 

3 回目 0.50 0.15 0.11 0.09 

合計(a) 1.53 0.50 0.30 0.28 

平均値 

(a÷3) 
0.51 0.17 0.10 0.09 

バックグラウンド 

(b) 
0.06 0.06 0.06 0.06 

正味値 

(a－b) 
0.45 0.11 0.04 0.03 

線源からの距離 20cm 25cm 30cm 

測定値 

1 回目 0.07 0.06 0.07 

2 回目 0.08 0.06 0.08 

3 回目 0.06 0.07 0.06 

合計(a) 0.21 0.19 0.21 

平均値 

(a÷3) 
0.07 0.06 0.07 

バックグラウンド 

(b) 
0.06 0.06 0.06 

正味値 

(a－b) 
0.01 0 0.01 

◆実験から、線源からの距離が大きくなるに従って、測定値（線量率）は減少していくことが

分かりました。 

 

※放射線の量は、放射線源が点線源(１つの場所にし  

か放射線源がない状態)の場合、距離の２乗に反比例 し

て下がっていきます。例えば、放射性物質と検出器との距

離を 5cm から 20cm まで離せば、放射線量は 16 分の 1にな

ります。しかし、地面に一様に放射性物質が降り積もって

いるような場合はその計算は成り立ちません。 

 

 

 
＜ミニ相談会の様子＞ 

放射性物質からの距離(m) 

線 

量 

率 
 

(μSv/h) 



 

 

 

 

 

最後は、交流タイムでした。講師の先生を中心に参加されたみなさんが普段感じていること

や、生活の中で気になっていることなどを、自由に話し合いました。 

その中で出た疑問・質問をご紹介します。 

 

Q. 去年土壌を検査してもらったら 400Bq/kg あったのが、今年野菜を作ろうと思って耕した

ら 200Bq/kg くらいまで数値が下がっていました。これは土を耕したことで放射性セシウム

が汚染されてない土が混ざったということですか？ 

A.そうですね。耕したことで土の表面にあった放射性セシウムが下の土と混ざったことで数

値が下がったのだと思います。200Bq/kg の土でしたら野菜を作っても、そこから野菜に放

射性セシウムはほとんど吸収されません。測定しても検出できないくらいです。 

 

Q. 去年土も野菜も測定をして大丈夫だったのですが、そしたら今年は測定しなくてもいいで

すか？ 

A. 販売目的ではなく、おうちで作って食べるのであれば、それぞれの方の気持ち次第という

ことになってしまいます。わたしたち（いわき明星大学）はいつでも測定できる準備をし

ていますので、心配だったら測定されるのがよいかと思います。 

 

Q.測定する時の検体の量をもっと少なくしてもらえませんか？例えば、量を半分にして測定

結果を倍にして計算するとかできないのですか？ 

A.いわき明星大学としては、より正確な数値をみなさんにお知らせしたいと思っています。

みなさんからお預かりした検体はヨウ化ナトリウム検出器という測定器で測定します。こ

の測定器で少量の検体を測れないことはないのですが、1kg の検体と同じような結果を出

そうと思って測定すると、その 4 倍も 5 倍も時間がかかってしまいます。1kg の検体と同

じ時間で測定しようとすると、検出限界値が変わってきてしまいます。例えば、1kg 検体

があれば 10Bq/kg まで検出限界値が下がるものが、量が少ないと 30Bq/kg とか 40Bq/kg ま

でしか検出限界値が下がらないのです。それで測定を依頼するみなさんが納得するのか、

ということになります。 

検体の量を減らして、みなさんが納得できる数値まで検出限界値を下げようとすると、

測定にたくさんの時間をかけるしかないんですね。そうすると、測定器を 1 つの検体が占

有する時間が長くなるので、1 日に測定できる数も少なくなって、測定をしたいと思って

いる方を長く待たせることになってしまいます。ですから、(できるだけ多くの方の測定依

頼にお答えするためにも)検体を 1kg 準備してほしいとお願いしているのが現状です。 

 

 

3．交流タイム 



 

 

Q.ニュースなどでは検体が少ない量でも放射能測定ができると言っていましたが？ 

A.それは測定器が特殊で、検出器が複数本入っているんですね（いわき明星大学で使用して

いる測定器は検出器が 1本）。そうすると、短い時間で少ない量でも放射能測定ができます。

また、野菜や果物を丸ごと測定できる機械もありますが、現在いわき明星大学にある測定

器でそれをするのは難しいです。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

～参加されたみなさま、お疲れ様でした～ 

 

第 13 回ミニ相談会は 6月 22 日（土）10：30～ 

いわき地域復興センターで実施します！！ 

 

興味を持たれた方は、窓口かお電話でお問い合わせください。 

＜第 12 回ミニ相談会の様子＞ 


